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今月の表紙
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２０１７年
平成２９年 ３月号

２月４日、こぶしの湯あつ
ま周辺でスターフェスタ２０１７
ｉｎあつま（第１８回冬の花火
大会・『酉』の干支文字焼き）

え と

と、夢と希望の灯り２０１７光の
あか

ページェント（第１７回ランタ
ン祭り）が開催されました。
約５，０００個の氷のランタン

の灯りで幻想的な世界に包ま
れていました。

ひとのうごき
２月28日現在 （ ）内は前月比

※窓口などで、広報紙への掲載についての確認ができた方を掲載しています

人口 ４，664人（－９）
男２，285人 女２，379人

世帯数２，139世帯（－４）

・こんな記事を読んでこう思った。
・こんな疑問をもっている

など、どんなことでも結構です。

※紙面は無記名ですが、住所や氏名、年齢は伺います。

まちづくり推進課企画調整グループ
察27－3179 捌27－2328

みなさんの声をお聞かせください

http://www.town.atsuma.lg.jp/
「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

誕生おめでとう

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

２月１日～２月28日届出分

ＨＨ2Ｈ299．．３３33

写真提供：（株）今多建設

① ②

③

⑥⑤

⑧⑦

④

①寒空の下で食べるジン
ギスカンは格別②町内の
小学生が作った色鮮やか
な行燈③町内企業や団体
による造形作品④会場ま
での続く道もランタンでラ
イトアップ⑤とにかくアツ
い！ラーメンの早食い競争
⑥子どもに人気の巨大滑
り台⑦圧巻のランタンピラ
ミッド⑧子どもたちに大人
気のお菓子のつかみどり

点火式には、宮坂町長と渡部議長の
似顔絵入りランタンがお披露目されました
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送付の時期生年月日
平成29年２月下旬～３月下旬大正15年４月２日～昭和17年４月１日

平成29年３月下旬～４月下旬昭和17年４月２日～昭和23年４月１日

平成29年４月下旬～５月下旬昭和23年４月２日～昭和26年７月１日

平成29年５月下旬～６月下旬
昭和26年７月２日～昭和30年１０月１日【女性】

昭和26年７月２日～昭和30年８月１日【男性】

平成29年６月下旬～７月上旬

昭和30年１０月２日～昭和32年８月１日【女性】

大正15年４月１日以前生まれの方

共済組合等の期間を有する方

必要な資格期間が
25年から10年に短縮されます

過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し込みにより平成30年９月ま
での期間に限り、国民年金保険料を納めることができます。

国民年金保険料の後納制度

これまでは老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間（国民年金の保険料納付済
期間や厚生年金保険、共済組合等の加入期間を含む）と国民年金の保険料免除期間などを
合算した資格期間が原則として25年以上必要でした。
平成29年８月１日からは、資格期間が10年以上あれば老齢年金を受け取ることができ

るようになります。
平成29年８月１日時点で資格期間が10年以上25年未満の方には、基礎年金番号、氏名、

生年月日、性別、住所および年金加入記録をあらかじめ印字した「年金請求書（短縮用）」
ならびに年金の請求手続きのご案内が日本年金機構からご本人あてに送付されます。
請求手続きは平成29年８月１日以前でも可能です。「年金請求書（短縮用）」が届きまし

たら、年金事務所等で手続きしてください。
※すべての加入期間が国民年金第1号被保険者期間の方は、町民福祉課町民生活グルー
プで手続きしてください。

TOPIC01

TOPIC02

後納制度をご利用いただける方
○５年以内に保険料を納め忘れた期間がある方（任意加入中の保険料も該当します）
○５年以内に未加入の期間がある方（任意加入の対象となる期間は該当しません）
※60歳以上で老齢基礎年金を受け取っている方は申し込みできません。

後納の申し出については、年金事務所または「ねんきん加入者ダイヤル」へお問い合わ
せください。

ＨＨ2Ｈ299．．３３55

持ち主のわからない年金記録（いわゆる「未統合記録」）については、こ
れまでも「ねんきん特別便」や「ねんきん定期便」などにより、年金記録の
ご確認をお願いしてまいりました。しかし、いまだ約2,000万件の持ち主を
確認できていない記録が残っています。この中に、ご自身の記録があった場
合は、資格期間になる可能性があります。特に、旧姓やよく読み間違えられ
るお名前の読み方、本来とは異なる生年月日・お名前で届出された可能性が
ある方は、その生年月日やお名前を年金事務所にご相談ください。
また、年金記録は「ねんきんネット」でも確認することができます。パソ
コンやスマートフォンをお持ちでない方、ご自宅でインターネットのご利用
が難しい方は、「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」（☎0570ー
058ー555）にご連絡ください。ご本人確認の上、年金記録の一覧表示と
年金記録照会の年金加入記録が郵送されます。
また、町民福祉課町民生活グループでも手続きいただくことにより、年金
加入記録を確認することができます。窓口で手続きを行う場合は、本人確認
書類（運転免許証など）とともに、年金手帳など基礎年金番号がわかるもの、
またはねんきん定期便など照合番号がわかるものを必ずご持参ください。

納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引があり、
お得です。詳しくは、町民福
祉課国民年金担当窓口まで。

緯0570－003－004〇ねんきん加入者ダイヤル
月曜日～金曜日午前８：30～午後７：00
第２土曜日 午前９：00～午後５：00
※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

緯２６－７８７１〇町民福祉課 町民生活グループ
（総合ケアセンター ゆくり内）

緯０１４４－３６－６１３５〇日本年金機構苫小牧年金事務所

年金記録の再確認のお願い

第３号被保険者（専業主婦・主夫）
からの手続きが遅れた方へ
会社員や公務員（第２号被保険者）に扶養されている配偶者（専業主婦：第３号被保険者）は、夫が退職し
たときや妻自身の年収が増えたときなどは、第３号被保険者から第１号被保険者への切り替えの届出をして、
保険料を納めなくてはなりません。妻が会社員、夫が専業主夫の場合も同様です。
この届出が２年以上遅れた場合、２年より前の期間は保険料を納付することができないため、保険料の未納
期間が発生します。
「特定期間該当届」の手続きをすることにより、この未納期間について年金を受け取るために必要な期間
（受給資格期間、原則120月（10年））に算入することができます。
さらに、「特定保険料納付申込」をすることにより、平成３０年３月３１日までの期間に、最大１０年分の保険料を
納めることができます。納めた保険料は、老齢基礎年金の年金額に反映されます。
「特定期間該当届」については、年金事務所または「ねんきん加入者ダイヤル」へお問い合わせください。

TOPIC03

TOPIC04

問い合わせ・ご相談
平成29年度の
国民年金保険料
月額１６，49０円

くわしくは
「ねんきんネット」で検索

ねんきんネット 検索
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通院交通費を助成します

町社会福祉協議会（総合ケアセンターゆくり内） 緯26－7501問い合わせ 町民福祉課地域包括支援センター（総合ケアセンターゆくり内） 緯26－7872

問い合わせ 町民福祉課 福祉グループ（総合ケアセンターゆくり内） 緯２６－７８７２

町内に住所があり、かつ居住されている方で、精神障害者保健福祉手帳を
所持している方。（生活保護受給者を除く）

在宅精神障がい回復者の
通院・通所

町内に住所があり、かつ居住されている方で、下記のいずれかに該当する
方。（生活保護受給者を除く）
繋人工透析を受けている方で、町の送迎バスを利用していない方
罫特定医療費（指定難病）受給者証をお持ちの方
茎ウイルス性肝炎進行防止対策医療受給者証をお持ちの方

腎臓機能障害者（人工透析）
指定難病・肝炎患者の通院

町内に住所があり、かつ居住されている方で、下記のいずれかに該当する
方。（生活保護受給者を除く）
繋18歳未満の重度の障がい児のうち、身体障害者手帳１～２級（内部障が
いは３級まで）所持者

罫療育手帳所持者でＡ判定またはＢ判定でＩＱ50以下の児童
茎精神障害者保健福祉手帳を所持する児童
※保護者等の介護者１人についても対象となります。

重度心身障がい児等の通院

「ふまねっと運動教室」の参加者を募集しています

下記の心身障がいや指定難病および肝炎患者の治療等にかかる通院交通費
を助成しています。
該当される方は、町民福祉課福祉グループまたは上厚真支所に申請してく
ださい。

ふまねっと運動とは、大きな網を床に敷き、この網を踏まないようにゆっくり慎重に歩
く運動です。ふまねっと運動に参加して、みんなで一緒に頭と体を同時に鍛えましょう。

日 時 毎週金曜日 午前10時～午前11時30分
※会場の都合により変更になることがあります。

場 所 厚南会館（上厚真219－１）
対象者 町内在住の方
参加費 無料
持ち物 運動靴、飲み物

助成内容 町外の医療機関の通院に要する交通費
通院期間 平成28年10月分～平成29年３月分まで
申請書類 ・通院交通費助成金交付申請書

・通院証明（医療機関で証明印をもらいます）
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指定難病）受給者証、
ウイルス性肝炎進行防止対策医療受給者証のいずれかの写し

申込期限 ４月10日（月）まで

用紙は、町民福祉課福祉グループまた
は上厚真支所にあります

ふまねっと運動教室は、現在11人の町民の方がサポーターとなりボ
ランティアで指導しています。
サポーターも随時募集しています。運動が苦手な方でも簡単に楽しみ
ながら参加できる運動ですので、気軽にお問い合わせください。

ふふまねっとサポータふまねっとサポーターーもも
募集中です！募集中です！！！

▽

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
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バス券・入浴券を交付します
町内に住所があり、かつ居住している満７０歳以上の方に

「あつまバス・道南バス町外路線の無料券または半額助成券」と
「こぶしの湯あつまの無料入浴券」を交付します。

町内に住所があり、かつ居住している満７０歳未満の方で、
次のいずれかに該当する方に「こぶしの湯あつまの無料入浴券」を交付します。

券種平成２８年度の介護保険料段階
無料券「第１段階」から「第３段階」の方
半額助成券「第４段階」から「第９段階」の方

◆交付対象
・人工透析療法を受けている方
・指定難病と認定されている方
・身体障害者手帳の交付を受けている方
・療育手帳の交付を受けている方
・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方

◆交付枚数 １人につき月３往復分
◆交付対象と券種

◆交付枚数（予定） １人につき年10枚
※その他、行事（ペタンク大会・敬老会・新年交礼会
など）に参加した方に交付します(１人につき年２枚
まで）

◆交付枚数 １人につき年12枚

証明証として「厚真町高齢者バス利用証」と「高
齢者バス無料券」が必要です。 また、高齢者バ
ス半額助成券を利用する場合は、利用運賃の半額
の支払いが必要です。

「身体障害者等入浴無料身分証」と「身体障害
者無料入浴券」が必要です。

町外バス券

入浴券

◆利用方法

問い合わせ 町民福祉課 福祉グループ（総合ケアセンターゆくり内） 緯２６－７８７２

◆交付
３月24日（金）から、平成29年度分を町民福祉課
と上厚真支所で交付します。
※該当要件を証明できるもの（手帳・指定難病受
給者証など）と印鑑をご持参ください。

◆利用方法

◆交付
３月24日（金）から、平成29年度分を町民福祉課
と上厚真支所で交付します。
※印鑑をご持参ください。

問い合わせ 総務課 税務グループ 緯２7－2481

確定申告書を提出した場合は、町道民税の申告は必要ありませ
ん。確定申告の必要がない場合であっても、寡婦（夫）、障がい等
の申告が必要な場合があります。

期限間近になると確定申告会場は大変混雑しますので、確定申告
書はご自分で作成し、お早めに提出してください。
確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で作成し、印刷して郵送等により提出することができます。
給与所得や年金所得のみの方専用の初めての方でも操作しやす
い画面もありますので、ぜひご利用ください。ご質問は、e-TAX・
作成コーナーヘルプデスクにお問い合わせください。

申告書は自分で作成してお早めに

e-TAX・作成コーナーヘルプデスク ☎ 0570－01－5901
（受付時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００）

平成２８年分の消費税および地方消費税
（個人事業者）の確定申告書の提出期限は

３月31日（金）まで

平成２８年分の所得税および復興特別所
得税、贈与税の確定申告書の提出期限は

３月15日（水）まで

平成29年度の町道民税の申告期限は
３月15日（水）まで
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問い合わせ 町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内） 緯２６－７８７1

ボランティア袋が変更されています

住民票の住所の異動届(転出届・転入届・転居届など)は、国民健康保険、国民
年金、選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続です｡市区町村窓口での
「正確な住所の届出」が必要です。（法律上の義務です）

①これは町内清掃専用袋です。それ以外には使用しない
でください。
②一昨年まで使用していたピンク・青色の袋、袋用シー
ルは使用しないでください。余りがある場合は、お手
数ですが廃棄をお願いします。また、新しい袋以外を
使用された場合は、役場では回収できませんのでご了
承ください。

③「もやせるごみ」・「もやせないごみ」ともに同一種類の
袋ですが、収集するときは混ぜないで、必ず「もやせる
ごみ」と「もやせないごみ」に分けてください。
④ごみ回収は原則役場で行いますが、休日や業務の都合
によりすぐに回収できないことがありますので、ご了
承ください。
⑤ご自身でじん芥処理場（安平町早来）まで持ち込む場
合は、下記までご連絡ください。

住所の異動手続きを忘れずに

問い合わせ 町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内） 緯２６－７８７1

公園や道路など町内の公共の場所のボランティア清掃をした場合に配布
しているボランティア袋（ごみ袋）が昨年度から変更されています。

注意事項

袋の色…透明、文字の色…緑色
大きさ…縦70cm、横40cm

１町民福祉課町民生活グループまたは上厚真支所に申
請書を提出。
２ボランティア袋を窓口で受け取る。
３集めたごみの種類により「もやせるごみ」か「もやせ
ないごみ」のどちらかにマジック等で○印を付ける。
４ごみ袋を申請時に指定した場所に出す（役場職員が
回収します）。

入学・就職・転勤等による引っ越しで、住所を異動される方は

〇他の市区町村に転出される場合

住民票の異動の届出を！
（転出届、転入届、転居届等）

［転出前に]
転出届を提出して転出証明書を受け取る厚真町

▽
[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて転入届を提出

引越先の
市区町村

〇厚真町内で転居される場合
[転居した日から14日以内に]
転居届を提出厚真町

マイナンバーの｢通知カード｣、｢マイナンバーカード｣､
｢住民基本台帳カード｣の住所は最新のものにする必要
があります。

マイナンバーの｢通知カード｣、｢マイナンバーカード｣
｢住民基本台帳カード｣の住所変更を！

選挙で投票する場所は、原則として住民票のある市区町村です。
異なる市区町村に転出した方で、住民票を移していない、または住民票
を移して３カ月経過していない場合は、新しい住所地で投票できません。

選挙についての注意
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狂犬病予防注射を実施します
狂犬病予防法により、犬の飼い主の方には、狂犬病予防注射の接種と登録
が義務付けられています。町では、毎年４月に町内各地区を巡回し、狂犬病予
防注射を行っていますので、ご利用ください。

問い合わせ 町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内） 緯２６－7871

狂犬病予防接種 平成29年町内巡回の日程

ルーラルマナビィハウス前8:20～ 8:30

４
月
１３
日（
木
）

幌内マナビィハウス前8:30～8:40

４
月
１２
日（
水
）

豊沢マナビィハウス前8:40～ 8:55幌内・小納谷守さん宅前8:45～8:55
軽舞生活会館前9:05～ 9:20高丘生活会館前9:10～9:20
富野生活会館前9:35～ 9:45旧富里生活館前9:30～9:40
豊川生活会館前9:55～10:05吉野生活会館前9:45～9:55
上野生活館前10:10～10:20東和生活会館前10:05～10:15
美里生活会館前10:30～10:40桜丘生活会館前10:20～10:30
本郷マナビィハウス前10:50～11:05朝日マナビィハウス前10:35～10:45
幌里生活館前11:15～11:25宇隆生活会館前11:00～11:10

宇隆・浅野勝善さん宅前11:20～11:30
役場庁舎前11:40～12:00

旧本郷かしわ保育園横7:10～ 7:20
４
月
１６
日（
日
）

豊丘マナビィハウス前8:30～8:45
４
月
１４
日（
金
）

役場庁舎前7:25～ 7:55鯉沼生活館前8:55～9:05
厚南会館前8:15～ 8:45鹿沼マナビィハウス前9:15～9:25

浜厚真・阿部榮乃進さん宅前9:40～9:50
厚和生活会館前10:00～10:10
上厚真第５区生活会館前10:20～10:30
厚南会館前10:35～10:50
共和生活会館前11:00～11:10
共栄生活会館前11:20～11:30

登録（生涯１回）・・・3,000円
〇飼い犬の新規登録は、町民福祉課町民生活グルー
プで受け付けしています。

〇注射当日は混雑するため、未登録の犬がいる場合
は事前に登録をお願いします。

〇犬が亡くなったり、住所や所有者の変更などがあ
りましたら、お早めに連絡をお願いします。

狂犬病予防接種（毎年１回）・・・3,110円
〇生後91日以上の犬が対象です。
〇４月の巡回接種を受けられない場合は、町が実施
する訪問注射（往診料1,000円加算）か、動物病院
で接種を受けてください。

問い合わせ 安平・厚真行政事務組合☎0145-22-3151 町民福祉課 町民生活グループ ☎26-7871

安平・厚真行政事務組合からのお知らせ

◎「せん定枝」の無料回収を再開します。
今年も次のとおり、せん定枝の無料回収を実施しますので、

内容を確認してごみの減量化・資源化にご協力願います。

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

枝は50cm以内の長さに切り、ビニールひも等（針金は不可）でしばって、毎週
月曜日・木曜日（生ごみの日）に、ごみステーションの横に出してください。

無料回収期間：４月～１１月
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こども園つみきの年長園児を対象に、ＹＡＧＥＮフッ
トボールクラブ（石塚東洋雄会長）によるサッカー教室
が厚真児童会館で開催されました。

この日は、石塚さんの駒澤大学附属苫小牧高校教員時
代の教え子となる黒澤翔太さんと溝口慎也さんがコー
チとして来園。園児１４人は、ボールを使った体操やドリ
ブル・シュートなどの基礎を習った後、３チームに分か
れて試合を実施。歓声をあげながら、夢中になってボー
ルを追いかけていました。

９日 こども園つみきでサッカー教室

上厚真小学校（西田直校長）の６年生１２人が総合的な
学習の時間で、宮の森こども園（安倍英志園長）の園児
と交流しました。これは園児との交流を通し、地域福祉
について理解を深めるもの。

児童らは、事前に考えたクイズや宝探しゲームなどの
企画を用意し、楽しく遊びながら学習を進めていまし
た。「予想以上に楽しんでくれたようで嬉しかった」と
児童たちは笑顔で話していました。

１０日 上小６年生と宮の森こども園児が交流

田舎と大学が連携し地域活性化を目指す「田学連携事
業」の一環として２月６日から３月３日まで、札幌大学
の学生計８人がインターンシップ（職業体験）を行いま
した。学生らは３期に分かれ、それぞれ「考古歴史文化
財」、「グリーンツーリズム」、「図書館司書」、「特産品活
用」の４分野について体験。広報資料作成や企画・提案
を行い、参加した学生は「実際に業務を体験し、よりそ
の道に進みたいという思いが強まった」「インターンシ
ップ以外の取り組みでも厚真町と関わっていきたい」と
感想を話していました。

１７日 札幌大学の学生８人が田学連携で
インターンシップ

バトンをつなぐため全力で滑走

第３７回町小中学校スピードスケート記録会が町民ス
ケートリンクで行われ、町内の小・中学校から７２人の選
手が参加しました。

当日は厳しい寒さの下、白熱したレースが繰り広げら
れ、観覧の保護者らから熱のこもった大きな声援が送ら
れていました。

選手たちは、保護者や先生、友だちから大きな声援を
受け、新記録や自己ベストを目指して力いっぱい滑走し
ていました。

４日 自己新記録を目指して滑走
町スケート記録会

企画案をプレゼンテーションする学生ら

なぞなぞクイズを園児に出題

ゴールに向かってシュート！
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こども園つみき（油谷諭園長）で、町内で生け花を教え
ている除小原流苫小牧支部の上田敦子さんを招いて「生
け花教室」を行い、年中園児２４人が生け花を体験しまし
た。

園児たちは、上田先生から花の名前を教わった後、
ガーベラやスイートピーなどの花を思い思いに生けて
いました。園児らは「きれい！」「上手にできた！」と
喜びの笑顔を見せていました。

２４日 つみき園児が生け花に挑戦

厚真町交通安全推進委員会（宮坂尚市朗会長）が交通
安全の取り組みに対し北海道札幌方面苫小牧警察署長
から感謝状が贈呈されました。

同会は、交通事故防止の抑止と安全な交通社会の実現
に向け積極的かつ熱心な交通安全活動に取り組み、交通
事故の減少と交通安全の推進に貢献しました。

２８日 苫小牧警察署から
厚真町交通安全推進委員会に感謝状

感謝状を受け取る宮坂会長（右）

町内の農協、商工会、漁協の青年部が組織する連絡協
議会あつま新鮮組（上道和恵会長）主催の『あつま新鮮
組プレゼンツ熱血！運動会２０１７』が、厚真中央小学校体
育館を会場に開催されました。

運動会には町内の団体・事業所等に勤務している人
たちや町内在住者など約６０人が参加。

参加者は２チームに分かれて同会が考案したオリジ
ナルのゲーム等を通じて楽しく交流しました。

１８日 まちの若者が交流
あつま新鮮組主催の運動会

ボールをペットボトルで支えながらゴール
を目指す参加者

道央自衛隊家族会厚真支部長の中谷幸保さん（７６歳）
が自衛隊から感謝状が贈呈され、２月２７日に役場を訪
れ、町長へ受賞報告を行いました。

中谷さんは、平成２４年から自衛隊家族会厚真支部長と
して、町民と自衛隊の相互理解の促進および防衛意識の
普及高揚に尽力されました。

２７日 中谷幸保さん（豊沢）に
自衛隊から感謝状が贈呈

町長に受賞の報告をした中谷さん（右）

１本１本丁寧に花を生ける園児たち
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上 厚 真 小 学 校 ６
かみ あつ ま しょうがっ こう

年
ねん

高畑 ユウさん
たかはた

（12歳）
さい

払いや止めに気をつけて書きま
はら と き か

した。ひらがなは漢字が入るよう
かん じ はい

に小さく書きました。
か

全体のバランスを考え漢字は大
ぜんたい かんが かん じ おお

きく、ひらがなは小さく書きま
ちい か

した。

上 厚 真 小 学 校 ６
かみ あつ ま しょうがっ こう

年
ねん

奥井 啓太くん
おく い けい た

（12歳）
さい

あつま文芸友の会発行「文芸あつま 第二十二号」から抜粋
雪まじりバケツを側に入浴も五右衛門風呂で遠き日のこと（本郷 飛谷富夫）

＞最近の活動について
２月22日に総合福祉センターで開催された「第52
回厚真町婦人大会」で50分程のピアノソロコンサー
トを行いました。
「聴いている人全てが楽しめる演奏会」を目指し、
懐かしいと感じてもらえるような選曲をしました。
「笑点のテーマ」など、耳なじみがいいものから「365
歩のマーチ」などのヒット曲、「浜辺の歌」、「四季の
歌」などの童謡、「アルプス一万尺」、「ずいずいずっ
ころばし」などの手遊び歌など、幅広いジャンルで全
１３曲を演奏しました。事前にリクエストがあった「百
万本のバラ」と「エリーゼのために」、「情熱大陸のテー
マ」の３曲にも挑戦。
また、曲の合間のＭＣでは曲の解説とトリビアを話

し、会場が盛り上がりました。
婦人会以外の方で足を運んでくださった方もいま
したようで、ほほ笑みながら聴いてくれました。
最後は来場者含め全員で「ふるさと」を合唱し、会
場内に美しい歌声が響きわたりました。
ご協力いただいた皆さま、ありがとうございまし
た。

初
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
は

大
成
功

平成28年7月（１年目）着 任

神奈川県川崎市出 身 地

音大の大学院を卒業後、ピアノ教室で
音楽指導、中高等教諭専修免許（音楽）
保有

経 歴

地域おこし協力隊 教育交流活動支援員

小原えりかさん（3２歳）
お はら
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厚
真
高
校
は
今
年
度
も
、生
徒

の
社
会
性
や
人
間
性
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
な
ど
を

目
的
と
し
て
、関
係
機
関
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
年
間
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、５
月
に
実
施
し
た

「
選
挙
講
話
」（
こ
れ
は
S
T
V
や

各
新
聞
社
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
）

か
ら
始
ま
り
、定
期
的
に
新
聞
報

道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、地
域
の

皆
さ
ま
も
ご
覧
に
な
る
機
会
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。来
年
度
も

引
き
続
き
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
校
は
全
道
的
に
３
月
１
日
に

卒
業
式
を
迎
え
ま
す
。今
年
度
は

２８
人
の
生
徒
が
本
校
を
旅
立
ち
ま

す
。生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
基
礎

基
本
の
学
習
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

中
心
と
し
た
本
校
の
教
育
活
動
が

生
徒
達
の
今
後
の
人
生
の
糧
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
し
、そ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま

す
が
、厚
高
は
平
成
２９
年
度
入
学

者
選
抜
に
お
い
て
、出
願
者
が
定

員
４０
人
を
超
え
て
倍
率「

４０

１.２
倍
」

と
な
り
ま
し
た
。日
頃
の
教
育
活

動
の
成
果
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に

つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

厚
高
は
こ
れ
か
ら
も「
ち
い
さ
く

て
も
あ
っ
た
か
い
学
校
」を
実
現

し
て
い
き
ま
す
。次
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Vol．210

厚高１年を振り返って（その２）

葛宿泊研修（スキー研修）

き
り
ん
組
は
男
の
子
１１
人
女
の
子

１４
人
、
計

１４

２５
人
の
男
の
子
と
女
の
子

の
仲
が
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。
夏
は
鬼

ご
っ
こ
で
一
緒
に
園
庭
を
走
り
回

り
、
今
は
縄
跳
び
や
転
が
し
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
な
が
ら
一
緒
に

遊
ん
で
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
遊
び

が
好
き
な
子
が
多
い
ク
ラ
ス
で
す
。

運
動
会
で
の
跳
び
箱
と
発
表
会
で

の
鉄
棒
の
発
表
の
た
め
に
、
自
由
遊

び
の
時
間
に
も
目
標
を
持
っ
て
練
習

に
励
み
、
努
力
す
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。
本
番
で
は
跳
び
箱
は
、
ほ
と
ん

ど
の
子
が
５
段
・
６
段
を
跳
び
、
鉄

棒
で
は
、
逆
上
が
り
だ
け
で
は
な

く
、
園
長
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
コ
ウ

モ
リ
や
足
抜
き
回
り
、
地
球
回
り
な

ど
を
覚
え
て
自
分
の
得
意
な
技
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
正
月
遊
び
と
し
て
は
じ
め
た

「
い
ろ
は
か
る
た
」
で
は
、
ひ
ら
が

な
が
苦
手
な
お
友
だ
ち
に
読
め
る
札

を
譲
っ
た
り
、
教
え
た
り
と
子
ど
も

た
ち
の
思
い
や
り
が
見
ら
れ
、
み
ん

な
で
遊
び
な
が
ら
こ
と
わ
ざ
も
覚
え

ま
し
た
。

や
ん
ち
ゃ
で
元
気
な
男
の
子
、
し

っ
か
り
者
で
時
に
は
甘
え
ん
坊
の
女

の
子
。
こ
れ
か
ら
も
今
の
よ
う
に
困

っ
て
い
る
お
友
だ
ち
に
声
を
か
け
る

優
し
さ
、
一
人
ひ
と
り
が
「
頑
張

る
！
」
と
い
う
気
持
ち
、
時
に
は

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
！
」
と

い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て

欲
し
い
な
…
と
思
い
ま
す
。

藤樫 ゆかり先生
とうがし

こども園つみき

書いてくれたのは…

きりん組

月の夜に何やら動くシルエット鹿の家族か小さきもいる（浜厚真 山田志津）
ひさかたの後期高令同窓会記念写真は嘘をいわない（本郷 武田弘子）



11144220120177．．３３

富
里

深
澤

稔
宏
さ
ん
（
４３
歳
）

ふ
か
ざ
わ

と
し
ひ
ろ

昨
年
４
月
か
ら
京
町
地
区
に
あ
る

厚
真
町
複
合
型
地
域
福
祉
活
動
拠
点

施
設
ま
ち
な
か
交
流
館
「
し
ゃ
べ
ー

る
」
の
館
長
と
し
て
働
く
深
澤
稔
宏

さ
ん
。

深
澤
さ
ん
の
出
身
は
、
浦
河
町
で

高
校
卒
業
ま
で
過
ご
し
た
。
親
戚
の

お
じ
さ
ん
が
調
理
師
と
し
て
働
い
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
調

理
師
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。高

校
卒
業
後
は
、
新
千
歳
空
港
内

に
あ
る
ホ
テ
ル
の
調
理
師
と
し
て
働

き
、
副
料
理
長
も
務
め
た
。
約
１５
年

前
に
結
婚
を
機
に
奥
さ
ん
の
実
家
が

あ
る
厚
真
町
へ
移
住
。

「
娘
に
障
が
い
が
あ
り
、
健
康
に
配

慮
し
た
食
事
を
勉
強
し
よ
う
と
思

い
、
苫
小
牧
市
の
病
院
の
調
理
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
毎
朝
４
時

に
家
を
出
て
通
勤
し
て
い
た
の
で
、

大
変
で
し
た
」
と
話
す
。
町
内
に
住

み
始
め
た
時
か
ら
子
育
て
や
通
勤
の

こ
と
を
考
え
、
町
内
で
の
就
職
先
を

探
し
て
い
た
と
い
う
。
２
年
前
の
し

ゃ
べ
ー
る
オ
ー
プ
ン
時
に
職
員
の
募

集
が
あ
り
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
す
る
職
業
指
導
員
と
し
て
採
用
さ

「
厚
真
町
民
の
思
い
が

集
ま
る
場
所
に
」

れ
、
豆
腐
な
ど
の
製
造
販
売
や
カ
フ

ェ
の
運
営
を
担
当
。

「
娘
に
障
が
い
が
あ
る
事
も
あ
っ

て
、
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
す
る
接

し
方
は
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
ま
し

た
ね
。
利
用
者
一
人
ひ
と
り
、
得
意

な
こ
と
や
苦
手
な
作
業
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
な
が
ら
、
次
の
就
労
に
つ
な
げ

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

し
ゃ
べ
ー
る
館
内
に
は
可
愛
ら
し

い
ヘ
ア
ゴ
ム
や
木
製
ス
プ
ー
ン
、
陶

芸
作
品
な
ど
町
民
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

商
品
が
多
数
並
ん
で
い
る
。
オ
ー
プ

ン
当
初
は
小
さ
な
雑
貨
ス
ペ
ー
ス
だ

っ
た
が
、
町
民
か
ら
自
分
の
作
品
を

置
い
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
自

然
に
品
数
が
増
え
て
い
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
の
よ
う
な
町
民
の
ち
ょ
っ
と

し
た
思
い
や
願
い
が
叶
う
場
に
し
た

い
と
い
う
深
澤
さ
ん
。

「
ど
ん
ど
ん
色
ん
な
声
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
障
が
い
が

あ
る
方
の
就
労
継
続
支
援
と
し
て
豆

腐
な
ど
を
製
造
販
売
し
て
い
る
こ
と

も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
目
を
輝
か
せ

る
。
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仕
事
や
家
庭
、健
康
上
の
悩
み

や
経
済
的
な
問
題
な
ど
、誰
も
が

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

お
り
、こ
う
し
た
悩
み
を
解
決
す

る
方
法
が
み
つ
か
ら
な
い
場
合
、

や
が
て「
う
つ
病
」な
ど
の
こ
こ
ろ

の
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
す
。

〝
こ
こ
ろ
の
病
気
は
自
分
と
無

縁
〟と
思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、う
つ
病
な
ど
、こ

こ
ろ
の
病
気（
精
神
疾
患
）に
か
か

る
人
は
多
く
、「
自
殺
」へ
と
向
か

う
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

精
神
疾
患
は
日
本
人
の

「
5
大
疾
病
」の
一
つ
で
す
。

患
者
調
査（
２
０
１
４
年
）に
よ

る
と
、糖
尿
病
３
１
７
万
人
に
次

い
で
多
い
の
が
、こ
こ
ろ
の
病
気

（
精
神
疾
患
）１
８
９
万
人（
以
下
、

心
疾
患
１
７
３
万
人
、が
ん
１
６

３
万
人
、脳
血
管
疾
患
１
１
８
万

人
）で
、こ
こ
ろ
の
病
気
は
日
本
人

の
5
大
疾
病
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。誰

も
が
陥
る
恐
れ
が
あ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調

〇
大
き
な
ス
ト
レ
ス
や
長
期
的
な

ス
ト
レ
ス
の
存
在

生
き
て
い
れ
ば
誰
し
も
何
か
し

ら
の
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
ま
す
が
、

大
き
な
負
債
、家
庭
の
不
和
、過
重

労
働
、睡
眠
不
足
な
ど
、大
き
な
ス

ト
レ
ス
や
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
長
期

的
に
続
き
、サ
ポ
ー
ト
不
足
だ
と
、

う
つ
病
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

不
調
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

〇
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
か
ら

く
る
思
い
込
み

う
つ
病（
気
分
障
害
）な
ど
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
な
り
、本

人
が
助
け
を
求
め
ず
、医
療
や
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、次
第
に
マ
イ
ナ
ス
思
考
に

な
り
ま
す
。す
べ
て
自
分
で
抱
え

込
む
な
ど
視
野
が
せ
ま
く
な
り
、

「
自
殺
以
外
に
解
決
策
は
な
い
」な

ど
正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。う

つ
病
が
疑
わ
れ
る
の
は

こ
ん
な
と
き

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
ま
ず

注
意
し
た
い
の
が
う
つ
病
で
す
。

う
つ
病
は
生
涯
で
１５
人
に
１
人
が

か
か
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

か
か
り
や
す
い
病
気
で
す
が
、自

殺
の
危
険
が
生
じ
や
す
い
こ
こ
ろ

の
病
気
で
す
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

こ
と
が
重
要

ス
ト
レ
ス
か
ら
こ
こ
ろ
の
病

気
、自
殺
と
い
っ
た
危
険
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、ス
ト
レ
ス
に
対

処
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。し
か
し
、ス
ト
レ
ス
は

多
様
で
あ
り
、ト
ラ
ブ
ル
が
長
期

に
渡
れ
ば
、誰
で
も
こ
こ
ろ
が
す

り
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
対

人
希
求
行
動
」で
す
。対
人
希
求
行

動
と
は
、ひ
と
り
で
問
題
に
立
ち

向
か
う
の
で
は
な
く
、周
囲
の
人

に
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、専
門

家
に
相
談
し
た
り
し
て
、し
な
や

か
に
周
囲
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

そ
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

周
囲
の
人
の
気
づ
き
も

大
切

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
じ
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
は
、身

体
面
、精
神
面
、行
動
面
の
変
化
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。大
切
な

人
や
身
近
な
人
に
不
眠
や
イ
ラ
イ

ラ
、気
持
ち
の
落
ち
込
み
な
ど「
い

つ
も
と
違
う
」様
子
が
長
引
い
て

い
た
ら
、な
に
か
問
題
を
抱
え
、悩

ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
最

近
疲
れ
て
い
る
？
」「
ど
う
し
た

の
？
元
気
が
な
い
ね
」な
ど
ま
ず

は
、ひ
と
声
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

今月の担当
保健師 笹

ささ
森 あゆみ
もり

娘が泣いている友だちに向かって、
「どうして泣いているの？」と声をか
けた。「やさしい」と思った次の瞬間、
娘は続けた。「泣いていても何も変わ
らないよ。ちゃんと理由言いな」と。小
さな自分がそこにいた。「みんなに優
しくしよう」静かに心に誓った。

大 切にしようこころ、い の ち

うつ病の自己チェック
下記のうち、2つ以上当てはまり、

その状態が2週間以上、ほとんど毎日
続いていて生活に支障が出ている場
合、うつ病の恐れがあります。かかり
つけ医や専門医の受診をお勧めしま
す。

□毎日の生活に充実感がない

□これまで楽しんでやれていたこと
が、楽しめなくなった

□以前は楽にできていたことが、今は
おっくうに感じられる

□自分が役に立つ人間だと思えない

□わけもなく疲れたような感じがす
る

▼ ▼

▼

▼

▼やさしい精神保健講座のご案内
苫小牧緑ヶ丘病院から講師を招いて、身近

な人のこころの悩みを見過ごさないポイン
トや気づいた時の対処方法を学びます。詳細
については、２月末に配布した折り込みチラ
シをご覧ください。

【日時】３月23日（木）午後１時～午後３時

【場所】総合ケアセンターゆくり
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保健、医療、福祉などに関する相談に応じ、必要なサービ
スについて情報提供します。

内

容
総合保健相談

毎週月～金曜日（祝祭日を除く）
※随時受け付けます。

日

程

医療に関する相談や苦情を受け付け、解決方法について助
言します。他の機関が担当する事項については、担当機関
を紹介します。

内

容
医療相談

毎週月～金曜日（祝祭日を除く）
※随時受け付けます。

日

程

妊娠、出産、子育てに関すること、性感染症、思春期や更
年期のこころやからだの変化に伴う不適応についてなど女
性のライフサイクルに応じた相談に対応しています。

内

容
女性の健康相談

①定例相談
４月１９日、５月１９日、６月１９日、７月１９日、８月２１日、９月１９日
１０月１９日、１１月２０日、１２月１９日、１月１９日、２月１９日、３月１９日
※事前に予約が必要です。
②随時相談
電話、来所時に、保健師が随時相談に応じます。

日

程

こころの病気・思春期の不適応（不登校やひきこもりなど）
に関することについて、専門医や保健師などによる相談を
行います。

内

容
こころの健康相談

①定例相談
精神科医師が相談に応じます。
４月１７日、５月１６日、６月１５日、７月２０日、８月２１日、９月１９日
１０月１９日、１１月１６日、１２月１８日、１月１６日、２月１５日、３月１５日
※事前に予約が必要です。
※相談日につきましては、変更する場合もありますので、事前予約の際にご確認ください。

②随時相談
電話、来所時に、保健師が随時相談に応じます。

日

程

苫小牧保健所では、平成29年度に下記のとおり各種相談・検査等を実施します。
健康や医療等に関する相談や検査を受けたい方は、苫小牧保健所へお申し込みください。

各種相談・検査等をご利用ください

問い合わせ
北海道胆振総合振興局保健環境部苫小牧地域保健室（北海道苫小牧保健所）

苫小牧市若草町２丁目２－21 ☎0144－34－4168
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感染の可能性が疑われる方等を対象として、無料で実施し
ます。（有料となる場合もありますので、事前に電話で確認
してください。）
検査（採血）後、約９０分で検査結果をお知らせしますが、
結果により、二次検査が必要な場合があります。

内

容
肝炎ウィルス検査

４月１８日 ５月９日 ６月６日 ７月４日 ８月１日 ９月５日
１０月３日 １１月７日 １２月５日 １月９日 ２月６日 ３月６日

※事前に予約が必要です。予約は随時受け付けます。
※予約状況によりご希望の日程に添えない事があります。お早めに予約してください。

日

程

登録のための採血を各検査日の１３時から実施します。
（所要時間は１５～３０分程度）

内

容
骨髄バンク登録

①骨髄提供の内容を十分に理解している方（事前にドナー登録のしおり「チャンス」をお読みい
ただきます。必要な方には、ドナー登録のしおり「チャンス」を提供します。）

②年齢１８歳以上、５４歳以下で健康な方
③体重男性45kg以上、女性40kg以上の方
※基準に該当しない場合、登録をご遠慮いただくことがあります。

対

象

４月１８日、２５日 ５月９日、２３日 ６月６日、２０日 ７月４日、１８日
８月１日、２２日 ９月５日、１９日 １０月３日、１７日 １１月７日、２１日
１２月５日、１９日 １月９日、２３日 ２月６日、２０日 ３月６日、２０日
※事前に予約が必要です。予約は随時受け付けます。
※予約状況によりご希望の日程に添えない事があります。お早めに予約してください。

日

程

採血を実施し、約２０日後に結果をお知らせします。（無料）内

容
ＨＴＬＶ－１抗体検査

４月１８日 ５月９日 ６月６日 ７月４日 ８月１日 ９月５日
１０月３日 １１月７日 １２月５日 １月９日 ２月６日 ３月６日
※事前に予約が必要です。予約は随時受け付けます。
※予約状況によりご希望の日程に添えない事があります。お早めに予約してください。

日

程

無料、匿名検査です。（有料となる場合もありますので、事
前にエイズ専用電話でご確認ください。）
検査（採血）後、約９０分後に検査結果をお知らせする予定
です。

内

容
ＨＩＶ抗体検査
（エイズ相談）

４月１８日、２５日 ５月９日、１０日、２３日 ６月６日☆、７日、２０日
７月４日、５日、１８日 ８月１日、２日、２２日 ９月５日、６日、１９日
１０月３日、４日、１７日 １１月７日、８日、２１日 １２月５日※、６日、１９日
１月９日、１０日、２３日 ２月６日、７日、２０日 ３月６日、７日、２０日

☆…夜間検査予定日

※事前に予約が必要です。予約は随時受け付けます。（予約はエイズ専用電話をご利用ください。）
※予約状況によりご希望の日程に添えない事があります。お早めに予約してください。
※検査時間については、事前にエイズ専用電話にてご確認ください。
エイズ専用電話 ☎0144－35－7474

日

程
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乳幼児健康相談
平成28年１月～平成29年２月生まれのお子さ
んと保護者

対 象

11日（火）10：00～11：15厚真子育て支援センター
13日（木）10：00～11：15厚南子育て支援センター

とき・ところ

母子健康手帳、バスタオル持ち物
MR混合（麻しん・風しん）予防接種
①生後12カ月～24カ月までのお子さん
②平成23年４月２日～平成24年４月１日
月生まれのお子さん（平成30年度就学予定
のお子さん）
※上記以外の場合は、町保健師にご相談くだ
さい。

対 象

24日（月）～28日（金）※27日（木）午後は休診と き
あつまクリニックところ
接種希望当日に、町民福祉課健康推進グルー
プで受け付けを行ってください。
（受付時間 ９：００～11:30、１４：００～１６：３０）

受 付

母子健康手帳、印鑑持ち物

町民福祉課健康推進グループ 緯２６-７８７１
（総合ケアセンターゆくり内）

問い合わせ

定 期 予 防 接 種

標準的な接種時期と接種間隔対 象予防接種名
（１）・（２）共通・・・初回接種開始：生後２カ月～７カ月
（１）の追加接種・・・初回終了後、７～１３カ月
（２）の追加接種・・・生後１２カ月～１５カ月
※上記以外の場合は、町保健師にご相談ください。

生後２カ月～６０カ月未満
のお子さん

ヒブ感染症（１）
小児肺炎球菌感染症（２）

予防接種

初回接種：初回接種（１回）：生後１２カ月～１５カ月
追加接種：追加接種（１回）：初回接種後６カ月～１２カ月後
※既に罹患済の児および既定の回数を接種済みの場合は、対象外。
※上記以外の場合は、町保健師にご相談ください。

生後１２カ月～３６カ月未
満のお子さん

水痘（水ぼうそう）
予防接種

初回接種：生後３カ月～１２カ月に２０日～５６日の間隔で３回
追加接種：初回接種終了後から１２カ月～１８カ月後に１回
※上記以外の場合は、町保健師にご相談ください。
※三種混合予防接種を終了されていない場合は、町保健師にご相
談ください。

生後３カ月～９０カ月未満
のお子さん

四種混合予防接種
（ジフテリア・破傷風
百日咳・ポリオ）

生後３カ月～12カ月
※生ポリオワクチンをすでに２回受けている方は、接種の必要は
ありません。
※できるだけ標準的な接種年齢の間で接種をお受けください。
※不明な点がありましたら、町保健師にご相談ください。
酸事前予約が必要です（接種希望日の１週間前まで､電話可）
予約先：町民福祉課健康推進グループ（察26－7871）

生後３カ月～９０カ月未満
のお子さんで、１期初回
および追加に該当するお
子さん

小児マヒ（ポリオ）
予防不活化ワクチン接種

１期初回：３歳で２回（６～２８日の間をあけて）
１期追加：４歳（初回終了後おおむね１年後）
２ 期：９歳
※上記以外でも、２０歳未満の場合特例で接種ができます。詳しく
は、町保健師にお問い合わせください。

３歳～２０歳未満の方日本脳炎予防接種

２７日以上の間隔をあけて２回、さらに１回目から２０週以上の間
隔をあけて１回（合計３回）
※対象者以外で接種される場合は任意接種（全額自己負担）となり
ます。

生後２カ月～１歳未満の
お子さん
※平成２８年４月１日以降
に生まれたお子さん

【１０月１日から定期化】
Ｂ型肝炎予防接種

母子健康手帳、印鑑持ち物毎週月曜～金曜日 ※木曜日午後および祝日は休診ですと き
接種希望当日に、町民福祉課健康推進グループで受け付けを行ってください。受 付
（受付時間…9：00～11：30、14：00～16：30）※受付後、あつまクリニックで接種します。

歯科健診・フッ素塗布
こども園、保育園に入園していない１歳から就
学前のお子さんと、都合によりこども園・保育
園での実施ができなかったお子さん

対 象

25日（火）総合ケアセンターゆくり
27日（木）厚南子育て支援センター

とき・ところ

対象のお子さんには、個別にご案内致します。２１
日（金）までに町民福祉課健康推進グループにご
連絡ください。

申し込み

母子健康手帳、歯の健康ノート、歯ブラシ、タオル持ち物

ＨＨ2Ｈ299．．３３1199

自当番医は変更になることがあります。新聞等で確認するか、当日病院へお問い合わせください。
自「苫小牧市医師会ホームページ」にも休日当番医表を掲載しています。
（ＵＲＬ）http://www.toma-med.or.jp（携帯電話用ＵＲＬ）http://www.toma-med.or.jp/phone
※ご利用の携帯電話の種類によっては、うまく表示できない場合がありますのでご了承願います。

電話（0144）住 所（苫小牧市）病 院 名区分日程
５３－８０８０北栄町１丁目22－36うとないキッズクリニック内科系２日

（日） ５３－７１００北栄町１－22－43みらい整形ペインクリニック外科系
７６－７０１１しらかば町１－18－９すがわら内科呼吸器科内科系９日

（日） ３６－１２２１新中野町３－９－10同樹会苫小牧病院外科系
５５－６５２６東開町３－17－21さくらファミリークリニック内科系16日

（日） ７２－７０００矢代町２－９－13苫小牧日翔病院外科系
５７－８０００拓勇東町４－４－６とまこまい北星クリニック内科系23日

（日） ７４－２１１１花園町４－２－５メモリアル整形外科外科系
６７－３１１１澄川町７－９－18苫小牧澄川病院内科系29日

（土祝） ５３－５０００北栄町２－27－27苫小牧東部脳神経外科外科系
５１－６６５５北栄町３－５－１苫小牧消化器外科内科系30日

（日） ５１－６６５５北栄町３－５－１苫小牧消化器外科外科系

当番医のほかに
急病センターも診察を
受け付けています

苫小牧市夜間・休日急病センター
（内科・小児科のみ）

苫小牧市旭町２－９－２
緯０１４４－３２－００９９

受付時間曜日
１９：００～翌朝７：００月～金
１４：００～翌朝７：００土
９：００～翌朝７：００日・祝

日曜・祝日当番医 ４月

『北海道救急医療・広域災害情報システム』を利用して近くの医療機関などが検索できます。
残ホームページ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｑｑ．ｐｒｅｆ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ
残電話 ０１２０－２０－８６９９（携帯電話・PHSからは ０１１－２２１－８６９９）

お知らせ

煙子育て相談
時間 14：00～16：00
※事前連絡をお願いします。

煙自由解放
時間 9：00～11：30、13：00～14：00

支援センターに「手作りおもちゃ」「手遊び」など、子育ての情報コーナーがありま
す。ぜひお立ち寄りください。

煙Helloえいご／えいごであそぼう
厚真子育て支援センター 厚南子育て支援センター

金木水火月
７６５４３

自由開放自由開放
子育て相談

自由開放自由開放
子育て相談

自由開放
Helloえいご

１４１３１２１１１０
自由開放乳幼児相談

自由開放
子育て相談

自由開放乳幼児相談
自由開放
子育て相談

自由開放
えいごであそぼう

２１２０１９１８１７
自由開放自由開放

子育て相談
自由開放自由開放

子育て相談
自由開放
Helloえいご

２８２７２６２５２４
自由開放自由開放

子育て相談
自由開放自由開放

子育て相談
自由開放

煙乳幼児健康相談
時間 10：00～11：15
※詳細は、「保健の掲示板」をご覧くだ
さい。

予約・お問い合わせ
厚真子育て支援センター ☎27－2438

京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター ☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

ＡＬＴの先生が来てくれます。厚真と厚
南、それぞれの子育て支援センターで行
います。関心のある方はどちらでもご参
加いただけます。
時間 9：30～11：00

10：30～11：30
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定池 祐季
さだいけ ゆ き

東京大学大学院情報学環
総合防災情報研究センター（CIDIR）
特任助教

剣淵町出身。北海道大学大学院文学研究科博士後期課程修
了、博士（文学）。北海道大学助教を経て現職。専門は、災
害社会学・防災教育。
北海道南西沖地震を奥尻島で経験、災害復興と地域防災に
関する研究に取り組むほか、各地で防災教育活動を展開して
いる。２０１４年より厚真町防災アドバイザー。

新生活に備えて

胆振・日高地方は、道内の日本海側など他の地域と比較すると、内陸の一部を除き降
雪量が少ない地域にあたります。しかし、強い冬型の気圧配置によって局地的な大雪に
なる場合や１月から３月にかけては、本州から近づく発達した低気圧の影響により広い
範囲で大雪となることが、たびたびあります。
大雪による災害は、道路の通行止めや公共交通機関の遅延・運休などの交通障害、電

線着雪等による電力障害、樹木の枝折れやビニールハウスの倒壊などの農業被害のほ
か、雪崩や融雪による災害があります。そして、これらの災害が複合して発生した場合
には、地域住民の生活に重大な影響を及ぼすおそれがあります。
大雪が予想される場合、気象台は大雪に関する注意報、警報、特別警報、気象情報を

発表します。これらの防災気象情報を利活用して、大雪による災害
に備えましょう。
また、住宅周辺の除雪や屋根の雪下ろし作業中に、転落や落雪等

による事故が各地で多く発生しています。雪が止んだ後でも作業を
する際には十分な注意が必要です。

＞＞大雪による災害について

問い合わせ 室蘭地方気象台 緯０１４３－２２－４２４９

【 休 診 日 】火・木・日曜日・祝日
※日・祝日に加えて火・木曜日も休診となりますのでご注意ください。

【診療時間】月・水・金曜日 9：00～12：00、14：00～18：30
土曜日 9：00～12：00問い合わせ 厚真歯科 ☎27－2912

４月から
厚真歯科の休診日が変わります
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◆電源立地地域対策交付金事業
電源立地地域対策交付金とは、発電施設の設置や運

転の円滑化を図るため、電源地域の市町村で行われる
公共施設の整備や、地域住民の福祉の向上を目的とし
た事業に対して交付されるものです。
厚真町には苫東厚真発電所があり、平成２８年度は

１，６７６万円が交付され、学校給食センターの厨房機器
の更新に充当し、生徒と児童の健全育成のために活用
されています。
また、平成15年に電源交付金で創設した総合ケアセ

ンター維持運営基金から総合ケアセンター管理運営
事業に１，３００万円を充当し、活用しています。

◆石油貯蔵施設立地対策等交付金事業
石油貯蔵施設立地対策等交付金とは石油
貯蔵施設の設置にともない、周辺の地域にお
ける住民の福祉の向上を図るため、地域の市
町村で行われる公共施設の整備事業に対し
て交付されるものです。
厚真町には石油備蓄基地があり、平成2８年
度は５，６１３万円が交付され、町道豊沢富野線
の整備と、上厚真中央公園の整備に向けた基
金造成に活用されています。

交付金を
活用しています

問い合わせ
総務課財政グループ（☎27－2481）

北海道日本ハムファイターズでは５月30日（火）午
後６時から札幌ドームで開催される横浜DeNA戦のC
指定席に厚真町内にお住まいの方50組100人をご招待
します。※応募多数の場合は抽選となります。

北海道日本ハムファイターズ戦にご招待

申込方法
球団Web（パソコン・スマートフォン・携帯）からお申込
みください。
【パソコンの場合】http://www.fighters.co.jp/kansen/に
アクセスし、申込フォームに必要事項をご入力ください。
【スマ－トフォン・携帯の場合】右のQR
コードよりアクセスし、申込フォームに所
定事項をご入力ください。
申込期間
４月１日（土）～４月17日(月)
その他
当選者の方で別の席種をご希望される場合は、試合日当日

に札幌ドーム場内前売券売場にて座席変更を受け付けしま
す（有料・席数限りあり）。
当選通知は、試合日の1週間前までにメールにて送付しま

す。〔fighters.co.jp〕および〔fmail.fighters.co.jp〕の各ド
メインからのメールを受信できるよう事前に設定をお願い
します。
また、ご応募いただきました個人情報は㈱北海道日本ハム

ファイターズが適切に管理し本件を含むチケット関連のダ
イレクトメール・アンケート等による案内以外には利用され
ません。
注意事項
会場内でファウルボールや折れたバット等により負傷さ

れた場合、応急処置はいたしますが、主催者・球場管理者に
帰責事由がある場合を除き、その後の責任は負いかねますの
で、ご了承ください。
問い合わせ
北海道日本ハムファイターズ お客様センター
☎011-857-3939

6月の札幌の街を舞台に開催される「第26回ＹＯ
ＳＡＫＯＩソーラン祭り」では、チームの演舞を審査
する「市民審査員」を全国から募集します！ＹＯＳ
ＡＫＯＩソーラン祭りの審査は、あなたが演舞を見て
感じた「感動」を審査基準としており、特別な技
術や知識は全く必要ありません。今までは観客と
してお祭りをご覧になっていた方も、これまでな
かなか祭りになじみのなかった方も、この機会に
審査員としてお祭りに参加してみませんか？

◆審査日程 6月10日（土）、11日（日）
◆審査場所 大通公園など札幌市内約20会場
◆応募条件 ①祭りの理念および本募集要綱に賛
同し、真剣に演舞を審査していただける方②平成
29年６月時点で中学生以上の方③チーム関係者
以外の方④６月10日・11日の指定された時間（い
ずれか１日）に審査可能な方
◆募集期間
４月２1日（金）まで※締切日必着
◆応募方法
①公式ホームページの応募フォームより申し込み
⇒ http://www.yosakoi-soran.jp/（パソコン・
スマートフォンより申し込みできます）
②応募用紙で申し込み
⇒実行委員会に連絡のうえ応募用紙を取り寄せ、
FAXあるいは郵便にてお送りください。
◆問い合わせ・応募用紙送付先
〒060-0001北海道札幌市中央区北１条西２丁
目 北海道経済センター４F
YOSAKOIソーラン祭り実行委員会（担当：伊藤）
電話：011－231－4351
ファックス：011－233－4351
Eメールアドレス：shinsa@yosakoi-soran.jp

厚真町民応援デー YOSAKOIソーラン祭り
市民審査員を募集します
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協会けんぽ北海道支部からのお知らせです
平成29年度北海道支部の保険料率が変更になります

３月分【４月納付・５月１日納付期限分】から変更となります。（任意継続被
保険者の方は４月分【４月１０日納付期限分】から変更となります。）皆さまの
ご理解とご協力をお願いいたします。

全国健康保険協会北海道支部 ☎011-726-0352（代表）

健康保険料 平成28年度 10.15％ ➡ 平成29年度 10.22％(+0.07%)

平成28年度 1.58％ ➡ 平成29年度 1.65％(+0.07%)介護保険料

ＨＨ2Ｈ299．．３３2233

環
境
行
動
目
標

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
！
環
境
に
優
し
い
運
転
を

厚
真
町
環
境
対
策
町
民
会
議

●名称：「北海道国民健康保険運営方針（原案）」 ●意見の募集期間：３月31日（金）まで
●問い合わせ：北海道保健福祉部健康安全局国保医療課 ☎011‐231‐4111内線25‐808
（ホームページ）http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kki/kak/kouikika_junbi_index.htm

「北海道国民健康保険運営方針」の策定にあたり、道民の皆さまからご意
見を募集します。関係書類は道のホームページ、道庁別館行政センター、
各総合振興局・振興局（石狩を除く）などで閲覧できます。

パブリックコメント

道民意見を募集します

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許証更新時講習
（優良）の日程をお知らせします。

※このほかの講習日程（一般、違反、初回）については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ （一社）苫小牧地区交通安全協会 緯０１４４－３３－１４５８

４月の運転免許証更新時講習の日程

３日（月）、４日（火）、６日（木）、１０日（月）
１３日（木）、１４日（金）、１８日（火）、２０日（木）
２５日（火）、２７日（木）、２８日（金）

１０：３０～１１：００

７日（金）、１９日（水）１３：３０～１４：００
１２日（水）、２６日（水）１５：３０～１６：００

あつまるくんinつみき

２月７日にこぐまクラブ主催の交通安全教室
に参加したまる。
こども園つみきの園児と一緒に横断歩道の
渡り方を勉強したまる。イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め

に
、
ま
ち
な
か
交
流
館
し
ゃ

べ
ー
る
に
行
き
ま
し
た
。
雑

貨
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
の
作
品
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
ま
し
た
。
木
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
る
木
工
の
ス

プ
ー
ン
や
食
器
、
可
愛
ら
し

い
色
鮮
や
か
な
プ
ラ
板
の
ヘ

ア
ゴ
ム
、
お
し
ゃ
れ
な
陶
芸

の
湯
飲
み
な
ど
目
移
り
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
手
先
が
不

器
用
な
私
に
と
っ
て
、
作
品

を
作
っ
て
い
る
方
々
に
憧
れ

ま
す
。（
夢
）

佳
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マチの善意

葛応募方法 ハガキかＦＡＸで、クイズの答え・住
所・氏名・年齢・電話番号と、広報で取り上げてほ
しい内容や町への意見・感想等を書いてください。

葛しめ切り（当日消印有効） ３月３1日（金）
葛あて先 〒059－1692厚真町京町１２０番地
厚真町役場 広報クイズ係（ＦＡＸ27－2328）

【２月号の答え】10回
２月号は1５人全員正解でした。
抽選の結果、当選者には後日賞品発送をします。

「広報あつま」を読んでクイズに応募すると正解者の中から
抽選で５人に『図書カード』をプレゼントします。

－もんだいー
２月４日に開催されたスターフェスタの干支
文字焼きの文字は何だったでしょう？

あつま未来箱・インターネットでの
意見等受理状況

厚真町をより良い町にするため、皆さまのご
意見などをお寄せください。
お寄せいただいたご意見などは、今後の町政

の参考にさせていただきます。

〇平成２９年2月受理件数
２件（インターネット２件）

【あつま未来箱】
厚真町役場本庁舎、総合ケアセンターゆ

くり、青少年センター、厚南会館、あつま
クリニック、桂歯科クリニック、厚真歯科
の町内７カ所に設置されています。
【電子意見箱】
自宅から簡単に意見を投稿することがで

きます。町公式ホームページに設置されて
いる「お問い合わせ」からご利用ください。
●町ホームページ
http://www.town.atsuma.lg.jp/office

問い合わせ
まちづくり推進課 企画調整グループ
察２７－３１７９ 捌２７－２３２８
http://www.town.atsuma.lg.jp/office
※ファックスでもご意見を受け付けています
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あつま未来箱
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年
平
成
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年

ＮＯ．４０６

３
月
号
Ｎ
Ｏ
．７７５

前田 耀太くん
まえ だ よう た

尾形 ひまりちゃん
お がた

大西 ひかるくん
おお にし

佐藤 朝陽ちゃん
さ とう あさ ひ
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